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図２ 筋電センサ電極 図３ 識別する動作 
ネット（SDNN，図１）をパターン識別器として用いることにより，上記の問題を解決しようと試みた． 









いても 70%以上の確率で正解することができた．さらに，IEMG 信号が検出されてから 100 ms 後の時
点でも，動作種類の識別率は 80%に達した．EMG の発生から実際に腕が動き始めるまでに 30～100 
ms かかることを考えると，本手法により，動作の意図をかなりの確率で正しく推定できると言える． 
本手法は，次のような既存の手法にない特徴があり，使用者の負担が非常に少ない． 
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